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相 談各種
市長との対話日
８月4日（金）　午前９時～正午　市長応接室
※7月27日（木）までに□市人事グループ（ 内線309）へ申込
※公務の都合により変更になる場合があります。
税務相談（税理士）
7月11日（火）　午後１時～３時　市役所相談室
※相続・贈与・譲渡・住宅取得・申告などに関する税一般
予約優先（内線264）
労働相談（西三河事務所職員）
7月12日（水）　午後１時～4時　市役所相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金・労働時間など）
予約制（内線264）
市民相談（□市市民生活グループ職員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　市役所相談室

※市役所への意見・要望など（内線264）
日系人相談（ポルトガル語のわかる相談員）
平日　午前８時30分～午後５時　
□市市民生活グループ（内線264）

※庁舎内の案内、通訳など
人権相談（人権擁護委員）
7月6日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題（内線264）
行政相談（行政相談委員）
7月6日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※国・県・市などに対する苦情・要望など（内線264）
消費生活相談（消費生活相談員）
毎週水曜日　午後1時～４時　市役所相談室
※消費者トラブルの相談など（内線264）
教育相談
月～金　午後１時～４時30分　
ほっとスペース（いきいき広場３階）
※事前に、ほっとスペース（☎53－5101）または
□市学校経営グループ（内線345）へ申込
心配ごと相談（弁護士）
7月6日（木）・20日（木）、8月3日（木）・17日（木）
午後１時～３時45分　いきいき広場

※予約制。社会福祉協議会（☎52－2002）へ申込
介護保険相談（□市介護保険・障がいグループ職員）
平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場

※予約制。いきいき広場（☎52－9871）へ申込
家庭児童相談（家庭児童相談員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－9872）　※子どもと家庭の悩みごとなど
母子・父子自立支援相談（母子・父子自立支援員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－987２）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など
心理相談（臨床心理士）
毎週水曜日　午後１時～3時　
※予約制。いきいき広場（☎52－9871）へ申込
障がい相談（相談支援専門員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　
いきいき広場（☎54－3009）

高浜市役所 ☎ 52－1111
■℻ 52－1110

笑顔の写真 平成28年度応募作品より
…nice pictures. Your smile

7月

人口と世帯数（平成29年６月1日現在） ■人　口／47,791人　（男　24,792人・女　22,999人）■世帯数／19,310世帯

問合せ先　子どもと大人の関係を考える委員会事務局
［いきいき広場内文化スポーツグループ］
（内線330）　　
Eメールbunka@city.takahama.lg.jp

「ジュース
つめた～い!!」

内藤　瞳さん

吉浜の人形小路へお散
歩。すごく暑い日で、ジ
ュースを買ってのんで
みたら、すっごく冷たく
て、美味しかった～楽し
いひとときです。

「水遊び最高！」
間瀬　健大さん

風が強くてとっても寒
かったけど、二人で元
気いっぱい遊びました。

7月のカレンダー
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10：00 おもちゃ病院
（エコハウス）

家族そろって食べる日
（食育の日）

9：00 南部まち協青空市
（あっぽ）
※以降毎週日曜日開催

10：00 企画展
「みえるような、みえないような」
（かわら美術館）　～9/18

9：00 少年の主張大会
（いきいき広場）

9：00 オニマルシェ

23

29

11：00 パントマイム
ライブ＆ワークショップ

（かわら美術館）

7：45 第19回市民レガッタ
（高浜川特設コース）

土

2 日

9 日
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問合せ先　いきいき広場内文化スポーツグループ　☎52－1111（内線330）

「高浜市誌　第二巻」の編さんから約40年。いよいよ本格的に
市誌編さん事業がスタートしました。今後、奇数月の１日号にて編
さん状況を紹介します。

★市誌は、専門家の調査だけでなく、市民の調査協力員や大学生、中高生と聞き書き調査・執筆を行いま
す！調査協力や資料提供など、皆さんも参加してください。

◆第２回高浜市誌編さん委員会を開催◆
実際に調査や執筆をする「高浜市誌編集委員会」の体制案、今

後の事業スケジュール、収録内容案の３点を主に検討しました。
今後は、以下の４つの視点を意識して資料調査や執筆活動に取
り組みます。

― 先人たちのあゆみやまちへの想いを知り、未来へと伝えていく ―

市誌編さんだより

↑古い写真に見入り「懐かしい!」と
声をあげる、編さん委員や市民の皆さん

歴史資料の調査・
研究に着手する

「大家族たかはま」
を未来につなぐ

ものづくりの
まちとして

原始・古代から現代
までを振り返る

貴重な資料が散逸・消
失する前に調査・研究
を行い、今後、資料保
存・活用を継続する第
１歩とします。

現代史を重視し、これ
まで守り続けてきた伝
統を「思う気持ち」を
残します。

これまでまちの発展を
支えてきた、養鶏や養
鰻、窯業など、産業が大
きく移り変わっていっ
た姿を明らかにします。

旧町誌・市誌以降の新
しい研究成果から、「大
家族たかはま」にいた
る地域社会の変化をみ
つめます。

≪編集に向けた４つの視点≫

◇市誌編さん委員会は傍聴できます！次回は７月14日(金)午前10時～
◇詳しい内容は、市公式ホームページの「文化スポーツグループ」のページで紹介しています！
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『高濱邨地誌草稿』

高浜市はかつて、高浜村・吉
浜村・高取村という３つの村に
分かれていました。そのうちの
ひとつである高浜村は、現在の
市誌にあたる『地誌』の刊行を
予定していたとみられ、その原
稿が長い間郷土資料館に保管さ
れていました。
明治時代に書かれたこの原稿
は「下書き」と「清書」があり、
「下書き」からは内容を細かく
修正したようすが見てとれます。
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